
   
26
年
産
に
つ
い
て
も
、
消
費

者
へ
よ
り
一
層
の
信
頼
向
上
と

町
内
産
米
の
安
全
性
の
確
保
の

た
め
、
引
き
続
き「
全
量
全
袋

検
査
」を
実
施
し
ま
す
の
で
、

農
家
の
皆
さ
ん
に
は
お
手
数
を

お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
福
島
県
農
林
水
産
部
水
田
畑

作
課

☎
０
２
４

５
２
１

７
３
６
０

問
福
島
県
県
中
農
林
事
務
所
田

村
農
業
普
及
所

☎
６
２

３
１
１
３

問
農
林
振
興
課

☎
７
２

６
９
３
５

問
た
む
ら
農
業
協
同
組
合
本
店

☎
８
２

６
１
７
２
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農
地
を
転
用
す
る
と
き
は

農
地
法
の
許
可
が
必
要
で
す

　
農
地
を
転
用
す
る
場
合
に
は

農
地
法
の
許
可
が
必
要
で
す
。

許
可
を
受
け
な
い
で
農
地
転

用
を
行
う
、
い
わ
ゆ
る「
無
断

転
用
」は
農
地
法
違
反
と
な
り
、

厳
し
い
罰
則
が
あ
り
ま
す
の
で

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◆
農
地
転
用
と
は

　
農
地
を
住
宅
な
ど
の
建
物
敷

地
、
資
材
置
場
、
駐
車
場
、
山

林
な
ど
、
農
地
以
外
の
用
地
に

転
換
す
る
こ
と
で
す
。

　
な
お
一
時
的
に
資
材
置
場
な

ど
に
利
用
す
る
場
合
も
転
用
に

な
り
ま
す
。

◆
農
地
転
用
を
す
る
に
は

　
農
地
を
転
用
す
る
に
は
町
農

業
委
員
会
の
承
認
、
県
知
事
の

許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
農
地
転
用
な
ど
の
各
種
申
請

は
毎
月
月
末
ま
で
に
提
出
さ
れ

た
も
の
が
、
翌
月
の
農
業
委
員

会
で
審
議
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
自
己
所
有
農
地
に

２
ア
ー
ル
未
満
の
農
業
用
施
設

を
建
て
る
場
合
に
は
、
農
業
委

員
会
へ
の
届
け
出
の
み
で
許
可

は
要
し
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
ず
は
農
業
委
員
会
事

務
局
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
無
断
転
用
し
た
場
合
は

　
許
可
な
く
農
地
を
転
用
し
た

場
合
に
は
、
工
事
の
中
止
や

現
状
回
復
な
ど
の
命
令
が
さ

れ
る
ほ
か
、
場
合
に
よ
っ
て

は
、
３
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は

３
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
が
課

せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
農
地
を
転
用
す
る
場
合
に

は
、
事
前
に
農
業
委
員
会
事
務

局
に
相
談
し
申
請
書
を
提
出
す

る
な
ど
の
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

　
農
業
委
員
会
活
動
を
円
滑
に

進
め
る
た
め
、
農
地
の
所
在
す

る
行
政
区
ご
と
に
担
当
農
業
委

員
を
配
置
し
て
い
ま
す
。
連
絡

先
な
ど
は
農
業
委
員
会
事
務
局

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
農
業
委
員
会
事
務
局（
農
林

振
興
課
内
）

☎
７
２

６
９
３
５

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す

子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

　
平
成
26
年
秋
の
全
国
交
通
安

全
運
動
が
９
月
21
日
か
ら
30
日

ま
で
の
10
日
間
の
日
程
で
実
施

さ
れ
ま
す
。

　
少
子
化
が
進
む
中
、
次
代
を

担
う
子
供
た
ち
の
か
け
が
え
の

な
い
命
を
、
社
会
全
体
で
交
通

事
故
か
ら
守
る
こ
と
は
重
要
な

こ
と
で
す
。

　
幼
稚
園
や
保
育
園
、
学
校
な

ど
の
周
辺
で
は
、
十
分
に
速
度

を
落
と
し
て
安
全
運
転
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

　
夕
暮
れ
時
や
夜
間
は
重
大
事

故
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
の
あ
る

交
通
事
故
が
多
発
し
ま
す
。
歩

行
中
や
自
転
車
乗
用
中
の
子
供

や
高
齢
者
を
見
掛
け
た
ら
、
減

速
や
一
時
停
止
な
ど「
思
い
や
り

の
あ
る
運
転
」を
し
ま
し
ょ
う
。

　町では10月１日から、小野町出身の作詞家・丘
灯至夫先生が作詞された曲を正午・午後５時・午
後９時の時報として放送します。
　これは、丘先生の曲を後世に残すとともに多く
の町民の皆さんに親しんでもらうためのものです。
　放送する曲は、次のとおりです。

〈午前６時〉 小野町町民の歌 (曲調が変わります)
〈正      午〉 高原列車は行く
〈午後５時〉 高校三年生
〈午後９時〉 山のロザリア

1 0 月１日から
時報が変わります

♪
♪

♪
♪

　
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
で

は
、
交
通
安
全
思
想
の
普
及
・

浸
透
を
図
り
、
交
通
ル
ー
ル
の

遵
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の

実
践
を
習
慣
付
け
、
交
通
事
故

防
止
の
徹
底
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　
子
供
と
高
齢
者
を
守
る
た

め
、
交
通
安
全
に
ご
協
力
願
い

ま
す
。
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